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外出の陳冠賢さん|よ地m、 、
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地震が発生した時、郁琳さんはまだ千

葉県内でアルバイトをしていました:ヽ

東金市内の避難所ぶ行きま

鯵憮嘱聰嚇導鰺
取れませんでした :

崚 ぅなご雛 馘

11日夜、広東外大東語学院は在日の31

人の教師と学生の無事を確認しました。

家族、先生、友達からの心を込めた激励

すl暮 に感動した留学生たちは:=

ありがとう、

■1 私は無事です、
ご安心ください !

藤冠畷さん
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冬祓骰鮨ドは
ッの時期に入つた
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第二次石油危機の時期に、それ

三ど景気低迷はおきなかつた。

日本は低金利政策を採用したことによ

ぷプル最範となつて、
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日本はさまざまな困難を  そぅですね !

みごとに乗り越えました。 幅本 勢 睡復
今回の災害も克月風し、 を心より
元気を取り戻せると思い 樹.てぃます l
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千年に一度とも言われる巨大地震とそれによる大津波、

原発問題は日本列島に甚大な被害をもたらしました。ここで

は、日本に戻つた広東外大の(元)教員や本誌愛読者らの

声を聞かせてもらいました。

曰轟芍鑽

え玄薫外久ロホ霧教鰤 玄あ洩儀
この3月 、広東外大から6年ぶりに広島に戻つてきて、

大地震のニュースに接しました。改めて日本を再認識

雌ています。例えば配給されるものをもらうときも、

秩序が乱れていないと思います。「今必要なものは何

ですか?」 と聞いて回つても、あまり口に出さない被

災者の方々もいるそうです。それは、他人に少しでも

達感をかけないという国民性なのかなと思います。

玄薫外人よ傷傷i:夕鴛億漱夕鏃写
日本人が災害の時にまで助け合い、譲り合う心を失

わないこと、これこそが日本人の伝統と言うのか、精

神なのかも知れません。それを報道で知つて、日本人

としての誇りを感じました。

資ノ4ヽ室直子さん
えふ薫外人曰ぶ静教鰤 茨裁准篠

私の実家は福島原発から150キロ。近所では 11日 も
断水していて大変不便でしたが、近くに丼戸を持つて

いる人は、それを自由に使わせてくれたので大変あり

がたかったです。

整理・林潔叢 丁依若

，自”「〕　一‐′ユニ
錦
綺

中国や他の国の友達や学生が「力tんばれJと応援してくれた

気持が一番うれしかったです。本当にたつた一言でも日みにな

りました。

最初はTVで ぐしゃぐしゃになつた町を見て、ただただ旺然としました.そ
して原爆が落ちた後の状態に似ているなあと思いました。でも、人々の頑壼リ

で広島は復興することができました。ですから、今回被災地もみんなの力で使

興できると信じています。

饂ぷ馴麓蟻娩熱ti
広島の三上先生のお宅に泊めてもらい、原爆を落とされ

た広島の今の姿を見てとても勇気と希望をもらいました。

歴史の傷跡を抱えながらも、完全に住興して元気に生活し

ている広島の人々を見られたからです。福島も必ず立ち菫

れると確信できました。

猛山口をの愛読者
皆様の日本への温かいお気持ちを知り講に嬉しく凛〈

感謝いたします。中国や韓国の トップがいち早く日本大

使館に出向き惜しみない協力や気遣う気持ちを伝え黙書

する姿をみて多くの日本人が感動したと思います。また多

くの方々のご支援は日本の人たちは一生忘れないてしょう。

二上恙さん
え広撼無クト丸書ふ湯教夕手 シス島ILti

みなさんの応援してくれる思しヽま被災者の方だけでなく、

被災していない私たち日本人にも届いていますよ :

ホ室直子さん
鬼玄薫外大日本語教師 演嵐l三 二
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国人としても、20084の四川大震災の時、そのような痛みそ
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けばいいです。但し、涙が乾いたら、明日の太陽に向かつて、元気
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を感じました。         ■___ fI  量四川大地震が起こつた時、最初に中国を支援してくれた外国専門載助
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和まいつも日本に _■日本に救いの手を差し伸べる時だと思います。
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―原発の冷却作業や救援情報などを聞き、日

:持つています。この多くの犠牲者に深く心を痛(
方々のご無事をお祈りします。ネットで福島3

卜は自然災害への豊富な対応経験と戦う精神に、今度も必ず打  ・ヽ
)、 地震と津波から命を50人の勇敢なる人たち

晴 熟 、鉢 り神 匡拗Ⅲ引析つてしヽ
打
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障の隊員たち、助け合つたりしている一般市1
:ると私は信じています。

本の方々に関する報道をたくさん見ました。[

必ずもう一つの奇跡を作れると信じて
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日本を襲つた大地震のニュースを見て、3年前の

四川地震と同じで、自分自身が受けたように、被害

者の心が早く回復するように祈りました。四川地震

の時、私は故郷で実際に経験して、本当に怖かつた

記憶、身と心に刻まれています。

あの時、日本の救援チームは初めの外国救援者と

して被災地区に来て、被害者を助けてくれました。

日本に感謝する気持ちを持つています。命の尊さは

国籍なんかより遥かに大切です。中国人にしても、

日本人にしても、災害があれば、互いに助け合うの

ま当然です。できれば、自分も被害者のために何か

をしたいと思います。募金活動があれば、絶対参加し

ます。だから、日本、頑張れ !前を向いて歩こう :

と呼びかけます。

警F 醸姜
非常事態でも、日本人が冷静で秩序を守つている

涙ぐましい光景を見て、非常に感動しています.精

神がこんなに高いレベルに至つた日本人こそ、地震

災害なんかきっと乗り越えると私は信じています.

今回の大地震に日本が襲われ、被災されたのは日

本人ではなく「人間」だと思つております.こ うい

うふうに思つたら、日本は絶対に孤立無援ではなく、

全世界が日本を支えています。どんなに苦しい思い

も、数え切れない悲しみも、信じあえる仲間と全て

を分かち合えます。だから、今はどんなに辛くても、

挫けず、迷つてはいけません。胸の奥に大きな希望

を抱いて、自分を信じて、仲間を信じて、人間を信

じて、光り輝く未来を諦めないで頑張つてください。
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=   先生宛てのメッセージではあるが、すでに大阪出身の先
|‐   生の家族や親戚が無事であることを知つて書いていた学生
ギア  .,___.`_一 ,1-工 ,A I― ―‐1-‐ ―…⌒・ `たちの言葉は、つまり日本人全体に対する応援のメッセー

'=| 
ジにほかならない。日本語を勉強し始めてわずか4ヶ 月間

.tず、なので、使える単語は少ないが、相手を思う強い気持ちは

広東夕1大翁みなさんへ  ~  ・
‐   ‐‐ ‐‐‐

東日本大震災が3月 11日に起こつた時、私は科学アカデミーでの講演のために、パリに滞在しておりました。3

月13日に帰日しましたが、故郷の宮城県を中心にした地震と津波が予想以上の災厄をもたらしたことを知り、急

逮、3月22日からの広東外大での講演を「大震災と環境社会主義について」にすることに決めました。横浜の自宅

の本棚の多くが倒壊したままの状況の中で講演原稿を書きました。広東外大の聴衆は、とても熱心で、これから

の中日の恒久的友好の枢要な架け橋になることを確信いたしました。私は日本の東北人として中国のみなさんの

温かい援助に深謝します。世界に誇れる21世紀の東アジアの文明をともに建設いたしましょう。

薫京本学前稼攣孵 窯l 佐々 本 力(2011年 3月 26日 :量
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FIPず届くものだ。


